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令和７年度 公益財団法人あいの土山文化体育振興会 

 事 業 報 告 書 

 

１ 事業の概要 

令和７年度は、「公益財団法人」として、文化スポーツ振興において多くの方の利益増進に寄与するため、地

域に密着した文化スポーツ事業企画と健全な財団運営に努めました。財団の設立趣旨である『心ふれあう豊か

な人間性を育む地域社会の創造に寄与する』ことを目的に、公正かつ誠実な財団経営と住民の皆様に愛され、

信頼される財団となるよう事業展開を図りました。 

また、指定管理者として『あいの土山文化ホール』をはじめ、『土山運動場』、『土山室内運動場』、『土山体

育館』、『土山テニスコート』、それぞれの施設の特徴を活かした効率的な利用を図るとともに、文化スポーツ

振興を図るため、効果的で公益的な事業展開に努めてまいりました。 

 

１ 公益目的事業  

（１）文化・スポーツ振興に関する事業 

① 文化振興事業 

 文化事業について、市民の文化意識の向上を図り、誰もが幅広く文化芸術を楽しみ、親しみを感じていた

だけるホールをめざし事業を実施しました。芸能公演として、宇崎竜童弾き語り LIVE2025 を開催しました。「ア

ンタあの娘の何なのさ」というセリフが流行語となり、一世を風靡した宇崎竜童が、デビューから５３年を迎

え、愉快なトークと情熱的なギターでおくるアコースティックライブをたっぷりとご堪能いただきました。そ

して、ピアノの魅力発見事業として、「ピアノフリーレッスン」を継続的に実施したうえで、昨年度に引き続

き、ピアノ演奏者を募り、リレー形式で演奏を繋いでいく住民参加型の「ピアノリレーコンサート」を開催し、

楽器とのアンサンブルも含め、６４組のピアノ愛好家に出演いただきました。ピアノをツールとしたクラシッ

クコンサートでは「西村由紀江ピアノリサイタル」を開催し、アンコールには第７回あいの土山ピアノコンク

ール最優秀者の髙橋凜さんのソロ演奏と西村さんとの連弾演奏を披露いただきました。そのほかに、地元バイ

オリニスト藤原利佳さんを中心としたメンバーによる「リラックスコンサート」を開催し、心地よい響きに癒

され優雅なひとときを過ごしていただきました。さらに、「第７回あいの土山ピアノコンクール」を実行委員

会との共催により開催し、全国から１１９名（チャレンジ部門４６名、演奏家部門予選７３名）に出場頂き、

３７名が本選へ出場されました。そのほかに、毎年開催している学校芸術鑑賞会として、演劇「銀河鉄道の夜」

を開催しました。親友との幻想的な星巡りの旅を描いた宮沢賢治の不朽の名作、“本当の幸せ”を求めて、生

きる意味や目的を考えさせられる作品に児童らは興味深く魅入っていました。 

②鈴鹿馬子唄全国大会 

 古くから唄い継がれている鈴鹿馬子唄の伝承と保存及び普及を図るため、第３４回鈴鹿馬子唄全国大会を開

催しました。一般の部および中学生以下の子どもを対象とした少年少女の部に、全国から６２人（一般の部 

５２人、少年少女の部１０人）の参加申し込みをいただきました。 

③鈴鹿馬子唄学習塾 

 地域に根ざした伝統芸能（民謡）である「鈴鹿馬子唄」を、次世代を担う子どもたちに伝承していくために、

民謡歌手の成世昌平先生の指導により、土山町内の小中学生を対象に「馬子唄学習塾」を開催しました。 
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④文化事業の企画制作、運営支援 

あいこうか市民ホールにて、甲賀市ピアノ公開レッスン講座開催に伴う事業の企画運営や支援を行いました。 

また、日本に唯一残る貴重な国史跡「垂水斎王頓宮跡」の独特な文化と歴史的価値を広く市内外へ発信し 

地域の伝統文化を継承・発展させることを目的として、8 月にリニューアルオープンした道の駅あいの土山の

展示ブースにおいて、斎王群行で使用された十二単を展示しました。また、斎王制度および垂水斎王頓宮跡に

関する解説パネルも設置し、来訪者が地域の文化遺産に触れられる環境を整備したことで、歴史文化資源を活

用した地域魅力の発信に寄与しました。 

⑤あいの土山マラソン 

まちづくり、ひとづくりをテーマとし、地域の活性化を図るため、２０２５あいの土山マラソンを日本陸上

競技連盟公認のあいの土山マラソンコースでマラソン・ハーフマラソンの部により開催いたしました。秋晴れ

の下、ゲストランナーに小林祐梨子さんとイラスト作家の世津田スンさんを迎え、ハーフマラソンに出走いた

だきました。また、スタート前にはランニング教室を開催したくさんのランナーの方に参加いただきました。

そして、本年度も地元食材を活用した豚汁の無料提供を行い、ランナーだけでなく多くの来場者に大変喜んで

いただけました。なお、応募者数は２,３９５人でした。 

⑥スポーツ振興事業 

子ども対象のダンス教室を、３教室開催しました。今年度レッスンの成果発表として、３月に「Dance 

Recital2026inAINOTUCHIYAMA」を開催しました。 

健康増進や体力向上を目指した１６歳以上を対象としたスポーツ教室「NATURAL YOGA 教室」として、昼と夜

の２教室を開催しました。 

体育館を会場として、健康維持と身体の機能改善のため、「はつらつからだほぐし体操教室」を、そして㈱滋

賀レイクスターズとの共催事業として、レイクスターズより講師を招き、小学生を対象としたバスケットボー

ルスクールを開催しました。 

 

（２）施設の貸与及び管理運営事業 

文化振興事業を行う上で、指定管理者となっているあいの土山文化ホールの維持管理業務を受託し、文化芸

術活動を行う個人および団体へ施設の貸与を行うことを通じて、文化活動の振興を図りました。また、公益目

的（文化事業）での利用については、公演本番時の付帯設備料金を半額にすることにより公益目的利用の優遇

を図りました。 

貸館時の舞台運営は、貸館に付随して職員自らが専門の舞台技術者として、プランや操作など表現に関わる

業務を行いました。 

 

   ２ 収益事業  

 公益目的以外の施設の貸与及び管理運営事業 

文化振興事業およびスポーツ振興事業を行う上で文化施設としてあいの土山文化ホール、体育施設として土 

山運動場、土山体育館、土山室内運動場、土山テニスコートの維持管理業務を受託し、市民に施設の貸与を行

うことを通じて、施設利用者等へのサービスの向上に努めるとともに、施設利用の促進及び施設利用者の便宜

を図るよう努めました。 



R７年度 （貸館、自主事業、他事業等含む全ての利用）

月 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度 開館日数 利用日数

４月 1 0 30 0 26 20

５月 1 3 30 131 27 23

６月 3 0 150 0 25 25

７月 4 5 108 425 27 27

８月 1 1 50 50 27 25

９月 1 1 50 130 25 23

１０月 4 3 850 257 27 24

１１月 6 7 661 750 25 24

１２月 2 6 2 62 24 23

１月 4 9 4 440 24 23 貸館稼働率

２月 1 6 20 92 24 22 15.96%

３月 1 8 8 430 26 23 会館稼働率

合　計 29 49 1,963 2,767 307 282 91.86%

区　分 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度

会議 0 3 0 59

研修会 0 1 0 25

音楽 7 16 670 1,340

総会・式典 2 0 450 0

古典芸能 0 1 0 101

講演会 1 2 300 500

その他 19 26 543 742

合　　計 29 49 1,963 2,767

　　目的別利用状況

　　　［あいの土山文化ホール］

※自主事業での利用は含みません。

利　用　人　数利　用　件　数

　■施設管理受託事業報告■

施設利用状況（令和７．４．１～令和８．３．３１）

　①文化施設

　　施設別利用状況

　　　［あいの土山文化ホール］

※自主事業での利用は含みません。

利　用　人　数利　用　件　数

3 



R７年度
月 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度 開場日数 利用日数
４月 8 6 1,260 570 26 6
５月 11 7 822 704 27 7
６月 13 7 731 831 25 7
７月 7 6 614 600 27 6
８月 5 6 274 370 27 6
９月 8 8 343 390 25 8
１０月 14 9 1,600 645 27 8
１１月 12 4 889 430 25 4
１２月 5 8 270 350 24 7
１月 5 4 200 82 24 4
２月 4 2 176 120 24 2
３月 13 11 879 550 26 11 会場稼働率
合　計 105 78 8,058 5,642 307 76 24.76%

R７年度
月 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度 開場日数 利用日数
４月 32 26 658 396 26 16
５月 28 29 642 579 27 17
６月 35 31 605 634 25 18
７月 31 36 907 1,102 27 22
８月 22 32 413 599 27 19
９月 43 48 1,692 1,347 25 26
１０月 35 39 2,710 906 27 19
１１月 30 29 1,014 540 25 16
１２月 34 40 637 759 24 22
１月 23 32 383 492 24 19
２月 32 28 898 744 24 16
３月 31 41 900 810 26 21 会場稼働率
合　計 376 411 11,459 8,908 307 231 75.24%

R７年度
月 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度 開館日数 利用日数
４月 46 41 1,509 1,452 26 25
５月 46 49 1,228 1,638 27 26
６月 39 43 970 1,376 25 26
７月 36 29 556 461 27 17
８月 37 32 650 927 27 17
９月 36 45 1,547 1,409 25 24
１０月 49 29 3,335 914 27 17
１１月 51 47 1,960 2,428 25 22
１２月 56 59 3,892 3,495 24 27
１月 61 35 2,163 1,113 24 19
２月 28 39 1,156 1,206 24 19
３月 35 42 3,636 2,633 26 24 会場稼働率
合　計 520 490 22,602 19,052 307 263 85.67%

R７年度
月 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度 開館日数 利用日数
４月 13 16 208 298 26 14
５月 14 25 308 456 27 22
６月 14 20 271 312 25 17
７月 16 21 332 316 27 19
８月 13 25 209 298 27 19
９月 14 17 238 199 25 12
１０月 30 10 2,130 151 27 9
１１月 20 15 847 257 25 10
１２月 15 8 214 88 24 7
１月 17 11 262 128 24 9
２月 6 15 95 133 24 9
３月 19 16 259 166 26 13 会場稼働率
合　計 191 199 5,373 2,802 307 160 52.12%

　②体育施設

利　用　件　数 利　用　人　数

　　施設別利用状況

　　　［土山運動場］

　　　［土山体育館］

　　　［土山室内運動場］

　　　［土山テニスコート］

利　用　件　数 利　用　人　数

利　用　件　数 利　用　人　数

利　用　件　数 利　用　人　数
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文化ホール
件数 人数 利用料 市条例免除額

R 3年度 68 3, 948 878, 600 151, 605
R 4年度 69 4, 033 898, 100 171, 435
R 5年度 35 3, 337 794, 600 218, 415
R 6年度 29 1, 963 358, 800 163, 665
R 7年度 49 2, 767 892, 500 266, 070

運動場
件数 人数 利用料 市条例免除額

R 3年度 133 4, 446 54, 900 161, 400
R 4年度 126 5, 337 55, 200 152, 800
R 5年度 127 8, 218 138, 350 318, 950
R 6年度 105 8, 058 59, 100 431, 400
R 7年度 78 5, 642 71, 750 502, 800

室内運動場
件数 人数 利用料 市条例免除額

R 3年度 379 9, 750 510, 431 723, 032
R 4年度 316 8, 142 370, 233 708, 266
R 5年度 340 8, 382 478, 850 582, 700
R 6年度 376 11, 459 420, 250 1, 110, 350
R 7年度 411 8, 908 433, 850 1, 116, 500

体育館
件数 人数 利用料 市条例免除額

R 3年度 656 16, 836 571, 600 1, 938, 400
R 4年度 480 13, 514 659, 610 1, 644, 740
R 5年度 472 13, 970 851, 120 1, 438, 760
R 6年度 520 22, 602 728, 100 2, 210, 000
R 7年度 490 19, 052 496, 650 2, 026, 150

テニス コ ート
件数 人数 利用料 市条例免除額

R 3年度 153 1, 599 27, 000 89, 200
R 4年度 229 3, 675 17, 800 195, 600
R 5年度 127 1, 854 6, 300 327, 600
R 6年度 191 5, 373 13, 800 921, 600
R 7年度 199 2, 802 62, 700 358, 500
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■事業報告(計画と実績の対比）■

　　［文化振興事業］

事業名 期間 備考

計
画

８月３０日
チャレンジ部門

８月３１日
演奏家部門予選

１１月２３日
演奏家部門本選

期日 出演者数 入場者数

８月３０日
チャレンジ部門

８月３１日
演奏家部門予選

１１月２３日
演奏家部門本選

チャレンジ ４６人
演奏家予選７３人
演奏家本選３７人

8/30　　264人
8/31　　159人
11/23 　150人

計
画

９月２８日（日）

期日 出演料・出演者数 入場者数

1,000円／1枠
７７枠・８８人（６４組）

のべ300人

計
画

通年

期日 利用料 利用人数

1,000円／1時間
（空調利用2,000増）

180件
508人

計
画

２月８日（日）
あいの土山
文化ホール

期日 入場料（当日） 入場者数 販売枚数（当日）

①－２
コンサートの開
催

計
画

９月６日（土）
あいの土山
文化ホール

期日 入場料 入場者数 販売枚数（当日）

期日 入場料（当日） 入場者数 販売枚数（当日）

６,000円
（６,500円）

443人
433枚
（2枚）

実
績

　知名度のあるアーティストの生の演奏を身近な場所で気軽に楽しめる機会を
提供するとともに、音楽の楽しさ、親しみやすさを感じていただけるホールを目
指し、市民の文化への意識向上を図るために開催する。

実
績

事業の概要

　ホールのスタインウェイピアノを活かす事業の一環として、一流の音楽家を志
す者にとっての登竜門となり、また初めて参加する者にも参加し易い裾野の広
いコンクールを目指し、甲賀市の音楽文化の向上を図ることを目的に開催す
る。
　あいの土山ピアノコンクール実行委員会と共催。

事業名

ピアノフリーレッスン

あいの土山
文化ホール

（出場有料、入
場無料）

年間111日
（296時間） 　スタインウエイピアノを利用して練習希望者によるフリーレッスンの場を提供し、利用いただい

た。

あいの土山
文化ホール

　ピアノに携わる方を対象に、ホールステージでの発表・交流・刺激となる機会
を提供し、ピアノの名器スタインウェイピアノの魅力に触れていただける参加型
のコンサート。音楽の楽しさ、親しみを感じていただけるホールを目指し、市民
の文化への参加意識の向上を図る。

事業名

実
績

あいの土山
文化ホール

（出場有料、入
場無料）

500円

計
画

82枚
（72枚）

実
績

実
績 ９月２８日（日）

実
績

　あいの土山文化ホールに常設されている名器スタインウェイピアノを安価で
気軽にご利用いただくことにより、当ホールの知名度アップおよびピアノ文化の
底辺拡大を図る。ピアノコンクール前にはコンクール同様の舞台セッティングと
し、特別な形態でのフリーレッスンも実施する。

1４７人

事業名

一　　般　　4,000円（4,500円）
高校生以下2,000円（2,500円）

①-３
芸能公演の
開催 ７月１２日（土）

あいの土山
文化ホール

①-1
ピアノの魅力発
見事業

　ピアノをツールとして、クラシック音楽に触れ、その楽しさを味わい、気軽で身
近なものだと感じることで音楽への親しみを深めて頂くことを目的として開催す
る。

事業名

　かつて大ヒットしたドラマ『１０１回目のプロポーズ』の劇中音楽を手掛けたピアニスト西村由紀
江。軽やかで温かなトークとともに、心潤すピアノコンサートを開催した。
アンコールに「第7回あいの土山ピアノコンクール」成績優秀者の髙橋凜さんのソロ演奏と西村さ
んとの連弾演奏を実施した。

２月１４日（土）

第7回あいの土山ピアノコンクール

事業名

宇崎竜童弾き語りLIVE2025

９月６日（土）
　バイオリニスト藤原利佳さんを中心に、ヴァイオリン、ホルン、ピアノが誘(いざな)う優雅なひとと
き。クラシック音楽の巨匠、バッハ、ベートヴェン、ブラームスの優美でダイナミックなメロディーで
力強い響きをご堪能いただいた。

159人

７月１２日（土） 「アンタあの娘の何なのさ」というセリフが流行語となり、一世を風靡した宇崎竜童の愉快なトーク
と情熱的なギターでおくるアコースティックライブ。宇崎竜童が、アコースティックギターで歌う”
JUST GUITAR JUST VOCAL”　宇崎竜童のブルースを基調としたロックサウンドとアコギをたっ
ぷりとご堪能いただいた。

リラックスコンサート
ドイツ三大B

１５９枚
（５枚）

ピアノリレーコンサート

　ショパンやベートーベンらの名曲をはじめ、ポップスやアニソンのソロや連弾、フルートやアンク
ルンといった楽器とのアンサンブルなど、盛りだくさんのプログラムで、５歳から７０歳代までの音
楽愛好家の皆さんの演奏をリレーのように繋ぐコンサートを開催した。またロビーや玄関前では
“つちやま横丁”として地元の特産品や町内の飲食店等による小さな物産店を開催いただき大変
賑わった。

事業名

　音楽の身近な楽しさ、親しみをより深めていただくため、例年好評をいただい
ている地元在住で関西フィルハーモニー管弦楽団バイオリン奏者の藤原利佳
さんを中心とするメンバーによるコンサートを開催する。

西村由紀江ピアノコンサート
～あなたに最高のしあわせを♪～
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事業名 期間 備考

期日 鑑賞料 入場者数 販売枚数

1,300円/1人
（個人負担は一部）

310人 220枚

期日 参加料 申込者数 来場者数

６月２２日（日）
3,000円

無料
52人
10人

のべ200人

計
画

随時

実
施

土山町内の小・中学生を対象とした芸術鑑賞会を実施する。
①－４
学校鑑賞会の
開催

一般の部
少年少女の部

５月２８日（水）、２９日（木）、２月１７日（火）、１８日（水）

あいこうか市
民ホール

・
道の駅あいの

土山

　市域を視野に入れた文化事業の企画制作、市内ホールの運営支援を行う。
また、国史跡の「垂水斎王頓宮跡」の情報発信と「あいの土山斎王群行」の伝
承活動として甲賀市等と連携し、装束を活用した事業展開を図る。

期日

事業の概要

鈴鹿馬子唄学習塾（土山町内小・中学校）

事業名

６月２２日（日）
計
画

町内
各小中学校

　古くから歌い継がれている鈴鹿馬子唄を地域の無形文化財として継承・保存
するだけでなく、技術の研鑚、普及を目的として全国大会を開催する。今回で３
４回目を迎える。

　古くから歌い継がれている鈴鹿馬子唄の継承・保存と技術の研鑚、普及およ
び人材育成を目的として土山町内の小中学校において開講する。

あいの土山
文化ホール

計
画

実
績

演劇「銀河鉄道の夜」

　宮沢賢治の不朽の名作、美しく幻想的で不思議な銀河鉄道の旅を通して、様々な人や星座と
出会い、終着地である南十字星に向かう様子を描いた物語。星座の神話も交え、生命の全うに
ついて様々考えさせられる作品であった。

7月１日（火）

④文化事業企
画制作・運営支
援

　１２月7日（日）、大阪音楽大学非常勤講師の甲斐環氏による「甲賀市ピアノ公
開レッスン講座」において、事業の企画運営および支援を行った。また、8月に
リニューアルオープンした道の駅あいの土山の展示ブースにおいて、甲賀市歴
史文化財課と連携し、「あいの土山斎王群行」で着用された十二単を展示した。
また、斎王制度および垂水斎王頓宮跡に関する解説パネルに加え、「あいの土
山斎王群行」の開催記録を紹介するパネルも設置し、来訪者に地域の歴史文
化への理解を深めてもらう機会を提供した。

②鈴鹿馬子唄
全国大会の開
催

実
績

計
画

第３４回鈴鹿馬子唄全国大会

５月予定
③鈴鹿馬子唄
学習塾の開催

実
績

あいの土山
文化ホール

7月１日（火）
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　　［スポーツ振興事業］

事業名 期間 備考

⑤あいの土山
マラソン

計
画

11月２日（日）
土山体育館周辺
～マラソンコース

種目 スタート時間 参加料 申込者数 完走者数

男子マラソン 10:30 7,000円 1,027人 823人

ハーフマラソン
マラソン・ハーフ

一斉
7,000円 1,016人

ゲスト世津田スン
903人

女子マラソン 7,000円 111人 82人

ハーフマラソン 7,000円
241人

ゲスト小林祐梨
子

220人

計
画

４月～３月
毎週水曜日

全48回

期日 参加料 受講者数
3月末現在

3,500円／月 YURI kid's：6人
SARA　LOCK：12人

紅葉GIRLS：6人

計
画

Dance Recital
３月上旬予定

あいの土山
文化ホール

期日 入場料 出演者数 入場者数

入場無料
４７人（ゲスト・講

師含む） 1２６人

計
画

4月～3月
毎週火・木（シニ

ア）
毎週金（一般）

各全48回

期日 参加料 受講者数
3月末現在

3,000円/月 14人

4,000円/月 10人

計
画

4月～3月
毎週金曜日

全48回

期日 参加料 受講者数
3月末現在

2,000円/月 18人

計
画

４月～3月

期日 参加料 受講者数
3月末現在

7,260円/月 1３人

8,470円/月 1８人

⑥-４
バスケットボー
ル
スクール

Dance Recital 2026 in
AINOTUCHIYAMA

あいの土山
文化ホール

リハーサル室

実
績

事業の概要

基礎となる体幹トレーニング等やリズムに合わせてHIP HOP・LOCK・ガールズのステップを入れ
たレッスン。リズム感・体力・柔軟性が自然と養われている。

4月～3月
毎週金曜日

土山体育館
会議室

事業名

「チャレンジクラス」3～6年生※経験者

　バスケットを通して、競技力の向上はもちろん、礼儀や思いやり・協力の精神など、豊かな人材
育成を培うためのきっかけづくりができた。

土山体育館
および

水口体育館（夏
期のみ）

「エンジョイクラス」１～6年生

　㈱滋賀レイクスターズと共催。バスケットボールを通じてプレーする楽しさ、
チームワークの大切さなどを学び、社会性、協調性、競技力向上を培うことを目
的に小学生対象としたスクールを開催する。

まちづくり、人づくりをテーマに掲げ地域の活性化対策として昭和６２年度より
実施､今回で３９回目を迎える。

実
績

「TJD（つちやまジュニアダンススクー
ル）」

実
績

実
績

４月～３月
毎週水曜日

全48回

事業名

4月～3月
毎週火曜日・木曜日

各全48回
毎週金曜日・全48回

　ダンスのリズムで心と体を弾ませ、子どもらしいしなやかな身体とリズム感を
身につけることを目的に小中高生を対象としたヒップホップ等のダンス教室を開
催する。

11月２日（日）

ゆったりとした呼吸を繰り返しながら、ポーズをとることによりインナーマッスルを鍛え、自律神経
のバランスを整えるトレーニング。

⑥-１
ダンス教室

事業名

　ステージで発表の機会を作ることで、子どもたちの自信醸成・健全育成に努
める。子どもたちのダンスに対する興味関心をより一層引き出し、楽しさを感じ
てもらうために開催する。

実
績

事業名

３月８日（日） 　当ホールで練習を重ねる「つちやまジュニアダンススクール」の成果発表としてインストラクター
とともにヒップホップとロック、ジャズで綴る「Dance Recital 2026」を開催した。インストラクターや
他のチームのダンスパフォーマンスを観ることで刺激を受け、さらに高みを目指すきっかけづくり
ができた。

【通常レッスン】
あいの土山
文化ホール

リハーサル室

　老若男女問わず、健康増進、体力の向上を目的とし、心身ともに健やか
なライフスタイルを実現できるよう、ヨガ教室を開催する。

⑥-３
体ほぐし
体操教室

　体を動かす機会の少ない市民の健康づくりのため、健康増進や体力向上を
目的とした体操教室を開催する。

実
績

事業名

「はつらつからだほぐし体操教室」

「昼ヨガ教室」

4月～3月
毎週金曜日

全47回 ストレッチで健康増進し、バランスボールで筋力維持を計る簡単で無理のない体操教室。

「夜ヨガ教室」

⑥-２
ヨガ教室
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２　処務の概要

（１）役員等に関する事項

役職名 氏　　　名 就任年月日 担任職務 常勤・非常勤の別 備考

吉村　忠博 R 7.6.19就任 非常勤

井上　勝 R 7.6.19再任 非常勤

福井　真理 R 7.6.19就任 非常勤

辻　聡 R 7.6.19再任 非常勤

木村　かおる R 7.6.19再任 非常勤

玉井　まゆみ R 7.6.19就任

立岡　秀寿 R 7.6.19就任 理 事 長 非常勤

服部　金次 R 7.6.19再任 副理事長 非常勤

福永佐栄子 R 7.6.19再任 非常勤

市井　妙子 R 7.6.19再任 非常勤

平井　誠子 R 7.6.19再任 非常勤

阪上きよ子 R 7.6.19再任 非常勤

玉井　英幸 R 7.6.19再任 非常勤

河合　芳隆 R 7.6.19再任 非常勤

八田　忠 R 7.6.19再任 非常勤

土山　真司 R 7.6.19就任 非常勤

山下　和浩 R 7.6.19再任 非常勤

（２）職員に関する事項

前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

5名

（正職員：２
会計年度職員：３）

2名 －

（正職員：２）　

合計又は平均 7名 56.7歳 16.0年

（令和８年３月３１日現在）

職　員　数

（令和８年３月３１日現在）

男　子

女　子

59歳

50歳

11.2年

28年

-

評議員

理　事

監　事
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３　役員会等に関する事項

（１）理事会
開催月日 出席者数 会議の結果

R7.6.3 出席者　　　　９名 令和７年度　６月理事会
欠席者　　　　０名
出席監事　 　２名 議案第１号

　　令和６年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　事業報告ならびに会計決算につき承認を求めることに
　ついて
　　　（監査報告）
議案第２号
　　令和７年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　評議員会の開催日程および開催目的について

R7.7.10 出席者　　　　７名 令和７年度　７月理事会
欠席者　　　　２名
出席監事　 　１名 議案第１号

　　公益財団法人あいの土山文化体育振興会正・副理事長の 承認
　選任について

R8.3.27 出席者　　　　９名 令和７年度　　３月理事会
欠席者　　　　０名
出席監事　 　２名 議案第１号

　　公益財団法人あいの土山文化体育振興会特定費用 承認
　準備積立基金につき承認を求めることについて
議案第２号
　　令和７年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　補正予算につき承認を求めることについて
議案第３号
　　令和８年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　事業計画につき承認を求めることについて
議案第４号
　　令和８年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　収支予算ならびに資金調達および設備投資の見込みに
　つき承認を求めることについて
議案第５号
　　令和８年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　公益目的事業の種類又は内容、収益事業等の内容につき
　承認を求めることについて
議案第６号
　　公益財団法人あいの土山文化体育振興会寄附金の受納 承認
　につき承認を求めることについて

（２）評議員会
開催月日 出席者数 会議の結果

R7.6.19 出席者　　　　３名 令和７度　　評議員会
欠席者　　　　２名

議案第１号
　　令和６年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会 承認
　事業報告ならびに会計決算につき承認を求めることに
　ついて
　　　（監査報告）
議案第２号
　　公益財団法人あいの土山文化体育振興会評議員・理事・ 承認
　監事の選任について

付    議    事    項

付　　議　　事　　項
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４　許可、認可および承認に関する事項

該当なし

５　契約に関する事項

契約年月日 相手方

R7.4.1 甲賀市長　岩永裕貴 令和７年度甲賀市土山文化体育施設指定管理者協定（年度協定）

甲賀市長　岩永裕貴 令和７年度甲賀市森林文化ホール管理業務委託料　　　　 　　　　　 161,000円

R8.3.4 甲賀市長　岩永裕貴 令和７年度甲賀市土山社会体育施設指定管理者変更協定（年度変更協定）

６　寄付金に関する事項

申込金額 領収金額 備考
企業　　１４　社 550,000円 550,000円
企業　　７６　社 7,270,000円 7,270,000円
企業　　　１　社　　 1,700,000円 1,700,000円

７　滋賀県からの指示に関する事項

該当なし

８　その他重要事項

該当なし

17,022,000円・土山社会体育施設指定管理料

18,076,000円

契      約　　　の　　　概　　　要

28,046,000円・あいの土山文化ホール指定管理料

令和７年度文化振興事業運営

寄付の目的 寄付者

２０２５あいの土山マラソン大会
第３４回鈴鹿馬子唄全国大会
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自

至

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

正 味 財 産 増 減 計 算 書

令 和 7 年 4 月 1 日

令 和 8 年 3 月 31 日

令和7年度

決　算　報  告  書　

貸 借 対 照 表

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

滋賀県甲賀市土山町北土山2222-2

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

附 属 明 細 書

財 産 目 録

公益財団法人あいの土山文化体育振興会



公益財団法人あいの土山文化体育振興会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

          現金預金 6,631,369 2,470,363 4,161,006

　　　　　未収入金 75,621 3,475,649 △ 3,400,028

        流動資産合計 6,706,990 5,946,012 760,978

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

          定期預金 75,000,000 75,000,000 0

        基本財産合計 75,000,000 75,000,000 0

    (2) 特定資産

          文化振興事業積立資金4 0 1,290,000 △ 1,290,000

          公益財団法人運営事業積立資金2 0 2,210,000 △ 2,210,000

          公益充実資金 2,000,000 0 2,000,000

        その他の固定資産合計 2,000,000 3,500,000 △ 1,500,000

    (3) その他固定資産

          車両運搬具 2 2 0

          什器備品 2 2 0

        その他の固定資産合計 4 4 0

        固定資産合計 77,000,004 78,500,004 △ 1,500,000

        資産合計 83,706,994 84,446,016 △ 739,022

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

          未払金 4,126,359 3,873,020 253,339

          預り金 362,490 431,641 △ 69,151

        流動負債合計 4,488,849 4,304,661 184,188

        負債合計 4,488,849 4,304,661 184,188

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

        寄付金 75,000,000 75,000,000 0

        指定正味財産合計 75,000,000 75,000,000 0

        （うち基本財産への充当額） ( 75,000,000 ) ( 75,000,000 ) ( 0 )

        （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

  ２．一般正味財産

        一般正味財産 4,218,145 5,141,355 △ 923,210

        （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

        （うち特定資産への充当額） ( 2,000,000 ) ( 3,500,000 )  ( △ 1,500,000 )

        正味財産合計 79,218,145 80,141,355 △ 923,210

        負債及び正味財産合計 83,706,994 84,446,016 △ 739,022

貸　借　対　照　表
令和 8 年 3 月 31 日 現在

科　　　　　　　　 目 当年度 前年度 増減
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公益財団法人あいの土山文化体育振興会

(単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
基本財産運用益 143,454 1,579 141,875
基本財産受取利息 143,454 1,579 141,875

事業収益 72,033,186 69,767,341 2,265,845
施設管理受託事業収益 46,253,000 44,745,000 1,508,000
施設利用料収益 1,957,450 1,580,050 377,400
自主事業収益 23,822,736 23,442,291 380,445

受取補助金等 11,777,000 15,078,000 △ 3,301,000
受取補助金 11,335,000 12,535,000 △ 1,200,000
事業受託収益 442,000 2,543,000 △ 2,101,000

受取寄付金 9,520,000 9,560,000 △ 40,000
受取寄付金 9,520,000 9,560,000 △ 40,000

雑収益 1,015,587 731,602 283,985
受取利息 5,899 1,339 4,560
雑収益 1,009,688 730,263 279,425

経常収益計 94,489,227 95,138,522 △ 649,295
（２）経常費用
事業費 94,160,749 95,717,783 △ 1,557,034
給料手当 30,306,779 29,626,950 679,829
賃金 0 0 0
福利厚生費 5,665,183 5,614,375 50,808
諸謝金 7,198,702 9,103,568 △ 1,904,866
旅費交通費 770,870 785,580 △ 14,710
通信運搬費 1,340,372 1,143,454 196,918
手数料 1,214,542 1,310,883 △ 96,341
消耗品費 1,047,388 1,136,805 △ 89,417
印刷製本費 3,188,185 3,073,936 114,249
委託費 22,254,138 23,815,521 △ 1,561,383
賃借料 3,155,856 3,645,091 △ 489,235
租税公課 3,014,040 3,418,744 △ 404,704
燃料費 1,452,713 862,609 590,104
光熱水費 7,777,432 6,981,349 796,083
修繕費 2,561,381 1,749,157 812,224
食料費 1,759,608 1,572,760 186,848
保険料 756,355 723,546 32,809
原材料費 0 0 0
負担金支出 697,205 1,153,455 △ 456,250

管理費 1,068,988 1,022,332 46,656
役員報酬 95,000 67,500 27,500
給料手当 171,999 167,540 4,459
福利厚生費 39,069 35,930 3,139
旅費交通費 0 0 0
交際費 22,000 10,000 12,000
会議費 2,760 3,195 △ 435
通信運搬費 9,681 9,500 181
手数料 159 203 △ 44
消耗品費 31 4 27
印刷製本費 0 0 0
委託費 726,000 726,000 0
賃借料 804 804 0
租税公課 160 156 4
燃料費 135 165 △ 30
修繕費 359 482 △ 123
保険料 595 586 9
負担金支出 236 267 △ 31

経常費用計 95,229,737 96,740,115 △ 1,510,378
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 740,510 △ 1,601,593 861,083
評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 740,510 △ 1,601,593 861,083
２．経常外増減の部
（１）経常外収益
経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用

1 車両運搬具売却損 0 0 0
什器備品除却損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額 0 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 △ 740,510 △ 1,601,593 861,083
法人税、住民税及び事業税 182,700 182,500 200
当期一般正味財産増減額 △ 923,210 △ 1,784,093 860,883
一般正味財産期首残高 5,141,355 6,925,448 △ 1,784,093
一般正味財産期末残高 4,218,145 5,141,355 △ 923,210

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益 143,454 1,579 141,875
一般正味財産への振替額 △ 143,454 △ 1,579 △ 141,875

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 75,000,000 75,000,000 0
指定正味財産期末残高 75,000,000 75,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 79,218,145 80,141,355 △ 923,210

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和 7 年 4 月 1 日 から 令和 8 年 3 月 31 日 まで

科　　　　　　　　 目
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公益財団法人あいの土山文化体育振興会

(単位：円）

文化・体育振興
に関する事業

公益目的外の施設の
貸与及び管理運営事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益
基本財産運用益 71,727 0 71,727 143,454
基本財産受取利息 71,727 0 71,727 143,454

事業収益 49,123,216 22,909,970 0 72,033,186
施設管理受託事業収益 24,502,680 21,750,320 0 46,253,000
施設利用料収益 797,800 1,159,650 0 1,957,450
自主事業収益 23,822,736 0 0 23,822,736

受取補助金等 11,163,475 613,525 0 11,777,000
受取補助金 10,721,475 613,525 0 11,335,000
事業受託収益 442,000 0 0 442,000

受取寄付金 9,520,000 0 0 9,520,000
受取寄付金 9,520,000 0 0 9,520,000

雑収益 306,500 703,188 5,899 1,015,587
受取利息 0 0 5,899 5,899
雑収益 306,500 703,188 0 1,009,688

経常収益計 70,184,918 24,226,683 77,626 94,489,227
（２）経常費用
事業費 71,578,461 22,582,288 0 94,160,749
給料手当 18,532,224 11,774,555 0 30,306,779
福利厚生費 3,687,148 1,978,035 0 5,665,183
諸謝金 7,198,702 0 0 7,198,702
旅費交通費 770,870 0 0 770,870
通信運搬費 1,230,441 109,931 0 1,340,372
手数料 1,203,058 11,484 0 1,214,542
消耗品費 877,239 170,149 0 1,047,388
印刷製本費 3,188,185 0 0 3,188,185
委託費 19,253,596 3,000,542 0 22,254,138
賃借料 3,098,603 57,253 0 3,155,856
租税公課 2,324,503 689,537 0 3,014,040
燃料費 1,294,474 158,239 0 1,452,713
光熱水費 3,403,753 4,373,679 0 7,777,432
修繕費 2,503,193 58,188 0 2,561,381
食料費 1,759,608 0 0 1,759,608
保険料 561,067 195,288 0 756,355
負担金支出 691,797 5,408 0 697,205

管理費 0 0 1,068,988 1,068,988
役員報酬 0 0 95,000 95,000
給料手当 0 0 171,999 171,999
福利厚生費 0 0 39,069 39,069
旅費交通費 0 0 0 0
交際費 0 0 22,000 22,000
会議費 0 0 2,760 2,760
通信運搬費 0 0 9,681 9,681
手数料 0 0 159 159
消耗品費 0 0 31 31
委託費 0 0 726,000 726,000
賃借料 0 0 804 804
租税公課 0 0 160 160
燃料費 0 0 135 135
修繕費 0 0 359 359
保険料 0 0 595 595
負担金支出 0 0 236 236

経常費用計 71,578,461 22,582,288 1,068,988 95,229,737
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,393,543 1,644,395 △ 991,362 △ 740,510
評価損益等計 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,393,543 1,644,395 △ 991,362 △ 740,510
２．経常外増減の部
（１）経常外収益
経常外収益計 0 0 0 0
（２）経常外費用

車両運搬具売却損 0 0 0 0
経常外費用計 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0
他会計振替額 694,011 △ 694,011 0 0
税引前当期一般正味財産増減額 △ 699,532 950,384 △ 991,362 △ 740,510
法人税、住民税及び事業税 0 182,700 0 182,700
当期一般正味財産増減額 △ 699,532 767,684 △ 991,362 △ 923,210
一般正味財産期首残高 5,394,157 9,869,018 △ 10,121,820 5,141,355
一般正味財産期末残高 4,694,625 10,636,702 △ 11,113,182 4,218,145

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益 71,727 0 71,727 143,454
一般正味財産への振替額 △ 71,727 0 △ 71,727 △ 143,454

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 37,500,000 0 37,500,000 75,000,000
指定正味財産期末残高 37,500,000 0 37,500,000 75,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 42,194,625 10,636,702 26,386,818 79,218,145

合計

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
令和 7 年 4 月 1 日 から 令和 8 年 3 月 31 日 まで

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
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公益財団法人あいの土山文化体育振興会

１．重要な会計方針

(1)　固定資産の減価償却の方法
車両運搬具及び什器備品については、定率法によっている。

(2)　消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
定期預金 75,000,000 0 0 75,000,000

小        計 75,000,000 0 0 75,000,000
特定資産

文化振興事業積立資金4 1,290,000 0 1,290,000 0
公益財団法人運営事業積立資金2 2,210,000 0 2,210,000 0
公益充実資金 0 2,000,000 0 2,000,000

小        計 3,500,000 2,000,000 3,500,000 2,000,000
合        計 78,500,000 2,000,000 3,500,000 77,000,000

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産から

の充当額）
（うち一般正味財産から

の充当額）
（うち負債に対応する

額）
基本財産

定期預金 75,000,000 (75,000,000) (0) (0)
小        計 75,000,000 (75,000,000) (0) (0)

特定資産
公益充実資金 2,000,000 (0) (2,000,000) (0)

小        計 2,000,000 (0) (2,000,000) (0)
合        計 77,000,000 (75,000,000) (2,000,000) (0)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

車両運搬具 1,144,810 1,144,808 2
什器備品 580,320 580,318 2

合　　　　計 1,725,130 1,725,126 4

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）
　　　  科　　　　目　　 　          交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
運営補助金（受取補助金）　　　　  甲賀市 0 11,777,000 11,777,000 0

合　　　　計 0 11,777,000 11,777,000 0

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額は、次のとおりである。

（単位：円）
内　　　容 金額

経常収益への振替額
　　基本財産受取利息 143,454

合　　　計 143,454

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記
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公益財団法人あいの土山文化体育振興会

１．基本財産及び特定資産の明細
財務諸表に対する注記「２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」に記載のため省略する。

２．引当金の明細
該当なし。

附　属　明　細　書
令和 7 年 4 月 1 日 から 令和 8 年 3 月 31 日 まで
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公益財団法人あいの土山文化体育振興会

（単位：円）

場 所・物 量 等 使 用 目 的 等 金 額

   (流動資産)

現金 手元保管 運転資金として 30,000

預金
当座預金
滋賀県信用組合土山支店

運転資金として 1,146,157

普通預金
滋賀銀行土山支店

運転資金として 30,000

普通預金
滋賀県信用組合土山支店

運転資金として 5,403,378

普通預金
甲賀農業協同組合土山支所

運転資金として 21,834

未収入金
文H・体育館自販機電気使用料以下
2件

75,621

6,706,990

   (固定資産)

     基本財産 定期預金
定期預金
滋賀県信用組合土山支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
甲賀農業協同組合土山支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
滋賀銀行土山支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
関西みらい銀行水口支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
湖東信用金庫水口支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
近畿労働金庫水口支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
ゆうちょ銀行

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 10,000,000

定期預金
京都銀行水口支店

公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業50%、法人
運営50%の財源として利用している。 5,000,000

     特定資産 積立基金 公益充実資金 令和8年度までの公益財団法人運営事業積立資金として 2,000,000

     その他固定資産 車両運搬具 2

什器備品 2

77,000,004

   資産合計 83,706,994

   (流動負債)

未払金
文化ホール防火対象物点検委託料
以下　20件

4,126,359

預り金 雇用保険料 9,660

源泉所得税 31,840

社会保険料 217,890

甲賀湖南中小企業福利サービスセ
ンター会費

1,600

住民税 101,500

4,488,849

   負債合計 4,488,849

   正味財産 79,218,145

     流動負債合計

財 産 目 録
令和 8 年 3 月 31 日 現在

貸 借 対 照 表 科 目

     流動資産合計

　　 固定資産合計
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監 査 報 告 書 

 

令和 ８年 ５月２０日 

 

公益財団法人あいの土山文化体育振興会 

理 事 長  立 岡  秀 寿 様 

  

 

公益財団法人あいの土山文化体育振興会  

 

 監 事   土山 真司   印   

 

 

監 事   山下 和浩   印   

  

 

 公益財団法人あいの土山文化体育振興会の令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの事業年度の

事業報告、計算書類、これらの附属明細書その他理事の職務執行について監査を行いました。その結果につ

いて、次のとおり報告いたします。 

 

 １．監査の方法及びその内容 

私たち監事は、理事会に出席し、理事の職務の執行について報告を受け、重要な決裁書類等を閲覧

し、業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告に

ついて検討いたしました。 

さらに、会計帳簿またはこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類及び附属明

細書並びに財産目録について検討いたしました。 

 

 

２．監査の結果 

（１）事業報告及び附属明細書は、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

（２）理事の職務執行に関し、法令もしくは定款等規則に違反する重大な事実は認められません。 

（３）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、会計帳簿の記載金額と一致し、法人の財産及

び損益の状況を全ての重要な点において適正に示しているものと認めます。 

 

 

※上記は、監査報告書に記載された事項を電子化したものであり、その原本は別途保管している。 
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いる。 監 査 意 見 

 

令和 ８年 ５月 ２０日 

 

公益財団法人あいの土山文化体育振興会 

理 事 長  立 岡  秀 寿 様 

 

 

公益財団法人あいの土山文化体育振興会  

 

 監 事   土山 真司   印   

 

 

監 事   山下 和浩   印   

 

 

 令和８年５月２０日に実施した令和７年度公益財団法人あいの土山文化体育振興会の監査について、次

のとおり意見を述べます。 

 

    

（１） 体育施設全体として、市条例による利用料免除額が大きく、収益確保が難しい状況であるため、今

後の安定した財団運営に向け、財源確保について創意工夫を凝らしながら、利用促進と効率的な

施設運営に係る対策を講じられたい。 

（２） 公益法人制度の法改正に関し、必要な準備と適切な対応を万全に行い、引き続き、健全かつ安定し

た財団運営に努められたい。 

（３） これからの施設維持管理においては、修繕費や光熱水費等の運営コスト増加が見込まれるため、多

方面からの意見や提案も取り入れながら、収益向上につながる工夫を重ね、安定した施設運営に

努められたい。 

  

 

 

 

 

※上記は、監査報告書に記載された事項を電子化したものであり、その原本は別途保管している。 

 


